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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ），白色（Ｗ）副画素から構成される単位画
素配列をマトリクス状に配列してカラー表示を行うカラー表示装置が２枚の基板間に設け
た間隙に液晶を充填されたカラー液晶表示装置であって、
　赤色（Ｒ）副画素と緑色（Ｇ）副画素の間、及び青色（Ｂ）副画素と緑色（Ｇ）副画素
の間にはブラックマトリクスを形成し、赤色（Ｒ）副画素と白色（Ｗ）副画素の間、及び
青色（Ｂ）副画素と白色（Ｗ）副画素との間にはブラックマトリクスを形成しないことを
特徴とするカラー液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載のカラー液晶表示装置において、
　赤色（Ｒ）ないし青色（Ｂ）副画素と白色（Ｗ）副画素との間における赤色ないし青色
カラーフィルタの境界を赤色（Ｒ）ないし青色（Ｂ）副画素と白色（Ｗ）副画素との間の
信号線よりも白色（Ｗ）副画素側に配置していることを特徴とするカラー液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示するカラー表示装置，液晶表示装置、および半透過液晶表示装置
に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　カラー表示装置としては、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube），液晶表示装置（ＬＣＤ、Liqu
id Crystal Display），プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ、Plasma Display Panel）
,有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ、Organic Light Emitting Diode），フィールドエミッションデ
ィスプレイ（ＦＥＤ、Field Emission Display），電気泳動やエレクトロクロミックに代
表される電子ペーパー表示装置等、様々な方式が実用化されている。カラー表示を実現す
るための手段として主流な方式は、非発光型の方式であるＬＣＤにおいては、赤色（Ｒ）
，緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の三原色カラーフィルタ備えた副画素を並置して画素を構成し
、各副画素毎の明るさを任意に調整して加法混色により色を表現する方式である。また、
発光型の方式である他の方式においては、赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の三原色
の蛍光体を備えた副画素を並置して画素を構成し、ＬＣＤと同様に各副画素毎の明るさを
任意に調整しＬＣＤと同じく加法混色により色を表現している。
【０００３】
　三原色の副画素を並置して加法混色によりカラー表示を行う方式の場合色鮮やかなカラ
ー表示が可能な反面、各原色が割り当てられる副画素の面積が画素の面積の１／３である
ため効率が低く十分な光量を確保しようとする場合に問題が生じる。
【０００４】
　この問題を解決する方法の一つとして、特許文献１に記載のような白色（Ｗ）の副画素
を追加する構成が提案されている。非発光型のＬＣＤにおける白色（Ｗ）の副画素におい
ては、カラーフィルタの光吸収がないため、光源の利用効率を高めることができる。発光
型の方式における白色（Ｗ）の副画素は単位面積あたりの輝度が高いために、表示装置の
高輝度化が容易である。
【０００５】
　白色（Ｗ）の副画素を追加する場合に、単純に副画素を追加すると信号線ないしは走査
線のいずれかないし双方が増加するという副作用が存在する。白色（Ｗ）の副画素追加に
よっても配線数を増加させない画素構成について記述している例としては特許文献２が挙
げられる。
【０００６】
　三原色の副画素を並置して加法混色によりカラー表示を行う方式の場合の他の課題とし
て、色再現範囲が三原色の各色の色度座標から決定される３角形の範囲内に限られてしま
い、自然界の実際の色のうち再現できない領域が広く残るという点が挙げられる。本課題
の解決方法としては四原色の副画素を並置することにより色再現範囲を３角形から４角形
に広げる試みがなされている。
【０００７】
　四原色の表示装置の例としては特許文献３が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１１－２９５７１７号公報
【特許文献２】ＵＳ２００５０２２５５７５
【特許文献３】特開２００５－３３８７８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　カラーフィルタによる吸収損失を軽減する方法として白色（Ｗ）画素を追加することは
有効であるが、単純に赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）に加えて白色（Ｗ）副画素数
を増やすことになるため配線数が増加してしまう。この問題を特許文献２に記載の方法で
解決しようとした場合には、精細度の赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）並置方式に比
べて横方向の色毎の画素数を半分にしているため、副作用として解像度低下の問題が発生
する。３００ppi（Pixels per inch）を超えるような超高精細表示装置の場合にはこの副
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作用は顕在化し難い。しかしながら、２００ppi 前後の中精細から高精細表示装置におい
ては画像によっては本副作用が顕在化する。本発明は解像度の低下を防止しながらカラー
フィルタによる吸収損失を軽減した表示装置を提供することを目的とする。
【００１０】
　また、特に液晶表示装置の場合の課題として、カラーフィルタによる損失の低減と同時
に副画素の周辺部分を遮光するためのブラックマトリクスによる損失の低減が挙げられる
。あるいはまた、特に液晶表示装置として同一基板上に形成されたコモン電極とくし歯状
の信号電極により液晶を駆動する方式を採用した場合の課題として、隣接する副画素間で
の混色を防止するために、くし歯状の信号電極端部と信号線との距離を十分確保する必要
があるが、それによる損失を低減することも課題として挙げられる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため本発明においては、複数の赤色（Ｒ）,緑色（Ｇ）,青色（Ｂ）
，白色（Ｗ）副画素から構成される単位画素配列をマトリクス状に配列してカラー表示を
行うカラー表示装置において、各色の総面積は略等しくしながらも、色毎に副画素の面積
及び数が異なっていることを特徴とするカラー表示装置を提供する。
【００１２】
　より具体的には、赤色（Ｒ）及び青色（Ｂ）副画素の面積を緑色（Ｇ）及び白色（Ｗ）
副画素の面積の略２倍とし、緑色（Ｇ）及び白色（Ｗ）副画素の数を赤色（Ｒ）及び青色
（Ｂ）副画素の数の２倍とし、繰り返し単位の画素単位構成に含まれる副画素が、２個の
赤色（Ｒ）副画素と２個の青色（Ｂ）副画素と４個の緑色（Ｇ）副画素と４個の白色(Ｗ)
副画素の合計１２副画素から構成する。
【００１３】
　また、各副画素は１つないし複数連続して配置された略同じ面積の単位副画素から構成
されており、赤色（Ｒ）及び青色（Ｂ）副画素は２個の単位副画素から構成されており、
緑色（Ｇ）及び白色（Ｗ）副画素は１つの単位副画素から構成されている。
【００１４】
　また、カラー液晶表示装置における上記課題を解決するため本発明においては、複数の
赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ），白色（Ｗ）副画素から構成される単位画素配列を
マトリクス状に配列してカラー表示を行うカラー表示装置が２枚の基板間に設けた間隙に
液晶を充填されたカラー液晶表示装置であって、赤色（Ｒ）副画素と緑色（Ｇ）副画素の
間、及び青色（Ｂ）副画素と緑色（Ｇ）副画素の間にはブラックマトリクスを形成し、赤
色（Ｒ）副画素と白色（Ｗ）副画素の間、及び青色（Ｂ）副画素と白色（Ｗ）副画素との
間にはブラックマトリクスを形成しないことを特徴とするカラー液晶表示装置を提供する
。
【００１５】
　前記カラー液晶表示装置においては、赤色（Ｒ）ないし青色（Ｂ）副画素と白色（Ｗ）
副画素との間における赤色ないし青色カラーフィルタの境界を赤色（Ｒ）ないし青色(Ｂ)
副画素と白色（Ｗ）副画素との間の信号線よりも白色（Ｗ）副画素側に配置するとなおよ
い。
【００１６】
　あるいはまた、複数の赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ），白色（Ｗ）副画素から構
成される単位画素配列をマトリクス状に配列してカラー表示を行うカラー表示装置が２枚
の基板間に設けた間隙に液晶を充填されたカラー液晶表示装置における上記課題を解決す
るため本発明においては、前記各副画素において一方の基板上に設けられたコモン電極と
くし歯状の信号電極により液晶を駆動される構成をとっており、色によって信号線と信号
電極端部との距離を変えていることを特徴とするカラー液晶表示装置を提供する。
【００１７】
　さらに前記カラー液晶表示装置においては、色によってくし歯状の信号電極のくし歯の
本数を変えるとなおよい。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、配線数を増やさずに白色（Ｗ）画素を追加することによりカラーフィ
ルタによる損失を軽減して、なおかつ解像度の低下を軽減した表示装置ならびにそれを用
いた情報端末機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施例１の表示装置の平面図。
【図２】本発明の実施例１の画素単位構成の説明図。
【図３】本発明の実施例１の画素単位構成の他の例の説明図。
【図４】本発明のブラックマトリクスレイアウト方法の応用例の説明図。
【図５】従来のＲ，Ｇ，Ｂ並置方式における実施例１と同等の面積の画素配列の説明図。
【図６】信号配線駆動回路における階調生成部および階調電圧セレクタの説明図。
【図７】携帯電話システムの説明図。
【図８】本発明の実施例３の画素単位構成の説明図。
【図９】本発明の実施例３の画素単位構成の他の例の説明図。
【図１０】本発明の実施例４の画素単位構成の説明図。
【図１１】本発明の実施例４の画素単位構成の他の例の説明図。
【図１２】本発明の実施例４の画素単位構成の他の例の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図を用いて各実施例を説明します。
【実施例１】
【００２１】
　図１を用いて本実施例の構成について説明する。図１は本実施例の表示装置の平面図で
あり、色毎に設けられた副画素からなる画素がマトリクス状に配置された表示領域におけ
る複数の画素である。本実施例の表示装置は液晶表示装置であり、各副画素毎に設けられ
た薄膜トランジスタ，配線などをマトリクス状に配置した第一の基板とカラーフィルタや
ブラックマトリクスを配置した第二の基板との間に液晶層が充填された構成であり、いわ
ゆるアクティブマトリクス駆動方式である。第一の基板及び第二の基板の液晶層とは反対
側の表面には偏光板などの光学フィルムが貼付けされている。本実施例の表示装置は、図
示されていないバックライトを光源として、偏光板を通過した偏光を液晶層を電気的に制
御することによりその偏光状態を変調し、他方の偏光板の透過率を変調することにより任
意の明るさの表示を行うことができる。
【００２２】
　図１は周期的に配列された画素の単位構成１２０を示しており、赤色（Ｒ）副画素１２
１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂは各々２つずつ、緑色（Ｇ）副画素１２１Ｇ及び白色
(Ｗ)副画素１２１Ｗは各々４つずつ、合計１２副画素を含んでいる。赤色(Ｒ)副画素１２
１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂについては、さらに単位副画素１０９に分割すること
ができ、赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂは２つの単位副画素か
ら構成されている。赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂの縦横比は
横１に対し概ね縦２である。一方、緑色（Ｇ）副画素１２１Ｇ及び白色（Ｗ）副画素１２
１Ｗの縦横比は概ね１：１である。緑色（Ｇ）副画素１２１Ｇ及び白色（Ｗ）副画素１２
１Ｗは１つの単位副画素１０９から構成されている。
【００２３】
　赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂと緑色（Ｇ）副画素１２１Ｇ
及び白色（Ｗ）副画素１２１Ｗの面積は異なっており、前者の面積は後者の略２倍である
。
【００２４】
　このように赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂと緑色（Ｇ）副画
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素１２１Ｇ及び白色（Ｗ）副画素１２１Ｗとで数及び面積を変えている理由は視感度と解
像度との関係に基づく。人間の目は視感度が高い色の分解能が視感度の低い色の分解能に
比べ相対的に高いことが知られている。本実施例においては、赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），
青色（Ｂ），白色（Ｗ）のうち相対的に視感度の高いＧ、Ｗ副画素の数を相対的に視感度
の低いＲ，Ｂ副画素の数に対して２倍としている。
【００２５】
　各副画素の配列を単純化して表記した図を図２に示す。また、従来のＲ，Ｇ，Ｂ並置方
式において、図２に示した本実施例の画素単位構成１２０と同等の面積の副画素配列を単
純化して表記した図を図５に示す。従来のＲ，Ｇ，Ｂ並置方式においては、１つの画素は
３つの副画素からなっており、図５は２×２の画素における合計１２副画素を示している
。図２と図５を比較すると分かるように、本実施例は白色（Ｗ）副画素１２１Ｗを追加し
ているが、同等の面積における副画素数は同じく１２副画素である。緑色（Ｇ）副画素１
２１Ｇ及び白色（Ｗ）副画素１２１Ｗの数は同等であるのに対し、赤色（Ｒ）副画素１２
１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂの数は半分としている。
【００２６】
　図２の副画素配列の変形例として図３のような、一部の緑色（Ｇ）副画素と白色（Ｗ）
副画素の配置を図２の配列とは入れ替えた構成も可能である。
【００２７】
　画素は少なくとも第一の基板上に形成された走査線１０１，第一の信号線１０２Ｂ，第
二の信号線１０２Ｇ，第三の信号線１０２Ｗ，薄膜トランジスタ１０３Ｒ，１０３Ｇ，１
０３Ｂ，１０３Ｗ，コモン電極１０４（図１中の記号はコモン電極に設けられたコンタク
トホールを示している），アモルファスシリコン層１０５，信号電極１０６及び１１３と
、第二の基板上に形成されたブラックマトリクス１１０，赤色（Ｒ）カラーフィルタ１１
１Ｒ，緑色（Ｇ）カラーフィルタ１１１Ｇ，青色（Ｂ）カラーフィルタ１１１Ｂ，白色（
Ｗ）カラーフィルタ１１１Ｗと、第一の基板と第二の基板との間に設けられた間隙に充填
された液晶層から構成されている。ブラックマトリクス１１０は遮光が目的であるため不
透明であるが、図中においては背景の構成を隠さないように輪郭を示すに留めている。赤
色（Ｒ）カラーフィルタ１１１Ｒ，緑色（Ｇ）カラーフィルタ１１１Ｇ，青色（Ｂ）カラ
ーフィルタ１１１Ｂについては、既存のカラーレジストにより形成されている。白色(Ｗ)
カラーフィルタ１１１Ｗとしては、カラーレジストを除去しておくか、あるいはカラーレ
ジストが除去されたことにより形成された段差を透明なレジストにより埋めて形成しても
良い。走査線１０１，信号線１０２Ｂ，１０２Ｇ，１０２Ｗ，信号電極１０６は低抵抗の
金属材料により形成されている。コモン電極１０４や信号電極１１３は透明電極により形
成されている。信号電極１０６と信号電極１１３はコンタクトホール１０７，１０８を介
して接続されている。液晶層はコモン電極１０４と信号電極１１３との間に印加される電
界により駆動される。本実施例は薄膜トランジスタ１０３においてアモルファスシリコン
層１０５を用いたアモルファスシリコン薄膜トランジスタを用いているが、他のトランジ
スタ方式、例えば低温ポリシリコントランジスタや有機トランジスタなどを用いてもかま
わない。
【００２８】
（他のディスプレイについての記述）
　本発明の副画素配列は本実施例において述べた液晶表示装置以外の他の表示装置、例え
ば有機ＬＥＤ，電気泳動やエレクトロクロミック等の電子ペーパー表示装置，プラズマデ
ィスプレイパネル，フィールドエミッションディスプレイパネル，ＣＲＴ等においても適
用できるのはいうまでもない。
【００２９】
　有機ＬＥＤやプラズマディスプレイパネル等の自発光型の表示装置においては、液晶表
示装置におけるカラーフィルタの役割に相当するのが各色毎の蛍光体であることは言うま
でもない。
【００３０】
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　自発光型の表示装置においても白色蛍光体とカラーフィルタとを組み合わせてカラー表
示を行う方式が知られているが、その場合には本実施例の液晶表示装置と同様な考え方で
設計できる。
【００３１】
（単位副画素についての詳細）
　赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒ及び青色（Ｂ）副画素１２１Ｂは次に述べる理由により同一
の信号線に薄膜トランジスタ１０３が接続された２つの単位副画素１０９から形成されて
いる。本実施例の副画素は色毎にサイズが異なっているが、もしも大きいほうの副画素で
ある赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒないし青色（Ｂ）副画素１２１Ｂを単位副画素１０９に分
割しなかった場合、薄膜トランジスタ１０３Ｒないし１０３Ｂで駆動するべき液晶層の面
積が緑色（Ｇ）副画素１２１Ｇないし白色（Ｗ）副画素１２１Ｗのそれとは異なってしま
う。したがって、薄膜トランジスタ１０３が担う液晶層を誘電体としたいわゆる液晶容量
の大きさが色毎に異なってしまう。あるいは、副画素の大きさが色毎に異なると信号電極
１１３と信号線１０２との間の寄生容量の大きさが色毎に異なってしまう。アクティブマ
トリクス駆動においては、薄膜トランジスタ１０３自身の容量や寄生容量に起因するフィ
ードスルー電圧が駆動電圧の誤差として発生する。フィードスルー電圧は液晶容量や寄生
容量の大きさに依存する。したがってもしも液晶容量や寄生容量が副画素毎に異なると、
フィードスルー電圧も異なってしまう。各副画素のフィードスルー電圧が一定であれば、
コモン電位と信号電位との相対関係を補正することによりフィードスルー電圧の影響を緩
和することも可能であるが、副画素毎にフィードスルー電圧が異なる場合には補正できな
い。このため、本実施例においては大きいほうの副画素を小さい方の副画素と同じ大きさ
の単位副画素で分割し、各薄膜トランジスタ１０３が担うべき液晶容量や寄生容量が略等
しくなるように構成している。この構成により、フィードスルー電圧の副画素依存性が十
分小さく抑えることができ、副画素の面積が色毎に異なる構成においても、従来から知ら
れているフィードスルー電圧対策をそのまま適用することができるようにしている。
【００３２】
（他のディスプレイ方式についての説明）
　ここまで本実施例は主としてアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示装置について述
べたが、本発明の大きさの異なる副画素のうち大きいほうの副画素を単位副画素に分割し
た構成は他のアクティブマトリクス駆動方式の表示方式、具体的には有機ＬＥＤ表示装置
、電気泳動やエレクトロクロミック等の電子ペーパー表示装置、においても適用できるの
はいうまでもない。なぜならば、アクティブマトリクス駆動方式の場合、各副画素の薄膜
トランジスタ１０３の担う容量が変動するとノイズとしてのフィードスルー電圧が変動し
てしまうことにより表示画像が意図した明るさからずれてしまう現象は共通であるからで
ある。
【００３３】
（ブラックマトリクスについて）
　ブラックマトリクス１１０の役割としては次に示すいくつかの理由が挙げられる。(１)
薄膜トランジスタ１０３への外光の浸入の防止、（２）液晶層が所定の動きを示さず黒表
示時に光漏れを生じてしまう領域の遮光、（３）第一の基板と第二の基板とを張り合わせ
た際にずれが発生した場合にカラーフィルタが隣接副画素に露出することの防止、などが
主たる理由である。三番目の理由からＲ－Ｇ間，Ｇ－Ｂ間，Ｒ－Ｂ間にはブラックマトリ
クスが設けられている。例えば彩度の高い赤色（Ｒ）表示をしている場合には赤色（Ｒ）
副画素１２１Ｒのみ点灯し、隣接する緑色（Ｇ）副画素１２１Ｇや青色（Ｂ）副画素１２
１Ｂは非点灯である。第一の基板と第二の基板がずれていて、緑色（Ｇ）カラーフィルタ
１１１Ｇないし青色（Ｂ）カラーフィルタ１１１Ｂが赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒに一部重
畳すると混色が生じてしまう。このため第一の基板と第二の基板とのずれがある一定の範
囲内であれば混色が生じないように隣接副画素間にブラックマトリクスが形成されている
。このブラックマトリクス配置の副作用は、表示に有効な領域を一部遮光してしまい効率
が低下することである。
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【００３４】
　そこで本実施例のＷ－Ｂ間，Ｗ－Ｒ間の一部にはブラックマトリクスを設けていない。
白色（Ｗ）副画素１２１Ｗを点灯するのは彩度の低い色であることから、青色（Ｂ）副画
素１２１Ｂ及び赤色（Ｒ）副画素１２１Ｒも同時に点灯する。したがって、赤色（Ｒ）カ
ラーフィルタ１１１Ｒないし青色（Ｂ）カラーフィルタ１１１Ｂが白色（Ｗ）副画素１２
１Ｗに僅かに重畳しても影響は無視できる。この観点からＷ－Ｂ間，Ｗ－Ｒ間の一部には
ブラックマトリクスを設けていない。ただし、Ｗ－Ｒ間でブラックマトリクスを設けてい
ない領域における赤色（Ｒ）カラーフィルタの境界１１２Ｒは白色（Ｗ）画素側に設けら
れている。また、Ｗ－Ｂ間でブラックマトリクスを設けていない領域における青色（Ｂ）
カラーフィルタの境界１１２Ｂについても同様に白色（Ｗ）副画素側に設けられている。
これは、第一の基板と第二の基板とを張り合わせた際にずれたとしても白色（Ｗ）カラー
フィルタが隣接する青色（Ｂ）副画素ないし赤色（Ｒ）副画素に浸入しないようにするた
めである。本実施例のブラックマトリクスレイアウトにより、本来表示に有効な領域をブ
ラックマトリクスにより遮光して低下させていた効率を回復させている。
【００３５】
　本実施例と同様な原理により液晶を駆動する従来のカラー表示装置においては、隣接す
る副画素の信号電極１１３の端部間の距離は電界の隣接副画素への漏れに起因する混色を
防止するために一定の距離を確保しておく必要がある。効率の観点からはこの距離はやや
広過ぎる。なぜならば、信号線１０２と信号電極１１３の端部との距離が広いと、この間
の領域を効率よく駆動することが困難となるためである。本実施例においては、副画素間
に２本の信号線１０２Ｂ及び１０２Ｗが配置される部分が存在しており、この部分におい
ては信号電極１１３の端部の隣接副画素間の距離は十分確保できる。したがって、２本の
信号線１０２Ｂ及び１０２Ｗに隣接する副画素の信号電極１１３端部と信号線１０２Ｂな
いし１０２Ｗとの距離は、１本の信号線１０２Ｇに隣接する副画素の信号電極１１３端部
と信号線１０２Ｇとの距離に比べ短くしている。
【００３６】
　本構成のブラックマトリクスの配置は他のカラーフィルタ配列方式においても適用でき
る。
【００３７】
　図４は特許文献２に記載のようなカラーフィルタ配列に本実施例のブラックマトリクス
レイアウトを適用した場合についての説明図である。緑色（Ｇ）副画素と赤色（Ｒ）副画
素との間、緑色（Ｇ）副画素と青色（Ｂ）副画素との間には基板合わせずれ起因の混色を
防止するためにブラックマトリクス１１０を設けているのに対し、白色（Ｗ）副画素の左
右にはブラックマトリクス１１０を設けていない。
【００３８】
　また、青色（Ｂ）副画素のカラーフィルタの境界１１２Ｂは信号線１０２よりも白色（
Ｗ）副画素側に設けており、赤色（Ｒ）副画素のカラーフィルタの境界１１２Ｒも信号線
１０２よりも白色（Ｗ）副画素側に設けている。これは、基板合わせずれが生じたとして
も白色（Ｗ）副画素のカラーフィルタが赤色（Ｒ）ないし青色（Ｂ）副画素に浸入しない
ようにするためである。白色（Ｗ）副画素の信号電極１１３Ｗのくし歯本数は他の色の信
号電極１１３のくし歯本数に比べて増やしている。隣接する副画素の信号電極１１３の端
部間の距離は電界の隣接副画素への漏れに起因する混色を防止するために一定の距離を確
保しておく必要がある。
【００３９】
　しかしながら効率の観点からはこの距離はやや広過ぎる。三原色の副画素に加えて白色
（Ｗ）副画素を設けた構成の場合、赤色（Ｒ）副画素ないし青色（Ｂ）副画素を点灯する
際に白色（Ｗ）副画素を消灯することはあるが、逆に白色（Ｗ）副画素を点灯する場合に
は赤色（Ｒ）副画素、青色（Ｂ）副画素は同時に点灯するため、白色（Ｗ）副画素の信号
電極１１３Ｗ端部の電界が隣接する副画素に漏れることに起因する混色を心配する必要が
ない。したがって、三原色の他の副画素とは異なり白色（Ｗ）副画素の信号電極１１３Ｗ
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のくし歯の本数を増やし、信号電極１１３Ｗ端部と信号線１０２との間の距離を三原色の
副画素における信号電極１１３の端部と信号線１０２との間の距離に対して短くしている
。
【実施例２】
【００４０】
　単位副画素構成を取らない場合の周辺回路の工夫
　本実施例は、図２ないし図３に示した画素配列において、単位副画素構成を採用せずに
色毎に副画素サイズが異なる場合に生じる課題の、実施例１とは異なる解決方法である。
色毎に副画素サイズが異なる場合に生じる問題点は、各副画素の電気特性（保持容量，寄
生容量）が異なることにより、副画素毎にフィードスルー電圧が異なり、最適コモン電位
が異なった値をとることである。大きさの異なる副画素を夫々第１種の副画素と第２種の
副画素と称する。大きさの異なる第１種の副画素と第２種の副画素、それぞれに最適な階
調電圧を供給する方法について図６を用いて説明する。本実施例では、第１種の副画素を
緑色（Ｇ）と白色（Ｗ）副画素、第２種の副画素を赤色（Ｒ）と青色（Ｂ）副画素とした
場合について説明する。
【００４１】
　図６（ａ）は、構成の概略図である。階調電圧生成部３０５はＶ０からＶ２５５の２５
６個の階調電圧を階調電圧セレクタ３０２に供給する。階調電圧セレクタは、前記２５６
個の階調電圧から、画像データに対応する階調電圧を画像データ出力端子４００１に出力
する。セレクタスイッチ４００２は、画像データ出力端子４００１を信号ＳＥＬにしたが
って、緑色（Ｇ）と白色（Ｗ）の副画素に接続されている信号配線４００３又は、赤色(
Ｒ)と（Ｂ）の副画素に接続されている信号配線４００４に接続する。図６（ａ）では、
セレクタスイッチ４００２を液晶パネル上に作製した場合を示していて、画像データ出力
端子４００１は、信号配線数の半分になっている。例えば、図６（ｂ）のように、セレク
タスイッチ４００２を信号配線駆動回路内に作製し、画像データ出力端子４００１が信号
配線の数だけ存在する構成も考えられる。
【００４２】
　階調電圧生成部は、電流増幅を行うオペアンプ３０５２と階調数を増やすためのストリ
ング抵抗３０８３からなる出力段３０８０と、第１階調電圧の基準電圧を生成する第１ラ
ダー抵抗３０８１と第２階調電圧の基準電圧を生成する第２ラダー抵抗３０８２と、第１
ラダー抵抗および第２ラダー抵抗から出力される電圧を、信号ＳＥＬに同期して切り替え
て、前記オペアンプ３０５２に電圧を出力する基準電圧切り替えスイッチ３０８４を有す
る。本実施例においては、各ラダー抵抗を、液晶の極性反転周期に同期した極性反転信号
Ｍによって制御されるスイッチも記載されている。このスイッチによって、極性反転にも
同期してラダー抵抗値が切り替わる。本構成は、２種類のラダー抵抗で基準電位を、少な
くても２系統生成し、信号ＳＥＬで切り替えてオペアンプに入力することで、第１階調電
圧及び第２階調電圧を信号配線に供給する構成である。
【００４３】
　その他の構成としては、ラダー抵抗を一本とし、その抵抗値を時分割で変更できる構成
としても、第１階調電圧及び第２階調電圧を信号配線に時分割で供給できるし、ストリン
グ抵抗を時分割で制御する構成も考えられる。
【００４４】
　図７は、本発明を携帯電話機に適用した場合のブロック図である。図７において、１０
０４はホスト局を表し、１０００は携帯電話機を表している。携帯電話機の主な構成要素
は、入力手段１００１，主メモリ１００２，送受信部１００３，ＣＰＵ，液晶表示装置１
である。また、液晶表示装置の主な構成要素は、液晶パネル２，信号配線駆動回路３，走
査配線駆動回路４，電源回路５，バックライト部６である。さらに、信号配線駆動回路３
の構成要素はタイミング制御回路３００，メモリ３０１，階調電圧セレクタ３０２，イン
ターフェイス３０３，制御レジスタ３０４，階調電圧生成部３０５である。
【００４５】
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　携帯電話機１０００のＣＰＵは、携帯電話機の各種動作制御を行う。液晶表示装置１の
制御に関しては、前記ホスト局１００４から受信した情報や、主メモリ１００２内に記録
されていたデータを表示できるように、表示同期信号及び画像データ３０６をタイミング
制御部３００に出力する。また、動作を規定するデータ３０７（本実施例では、このデー
タをインストラクションと呼ぶことにする。）を発行する。インターフェイス３０３はＣ
ＰＵとインストラクションを含むデータの送受信を行い、また、制御レジスタ３０４とも
前記データの送受信を行う。インストラクションは制御レジスタ３０４に格納される。
【００４６】
　信号配線駆動回路３は信号線１０１を、走査配線駆動回路４は走査線１０２を駆動する
。電源回路５は、携帯電話機から供給される電圧を元に、信号配線駆動回路３，走査配線
駆動回路４に電源電圧を供給する。また、該回路は対向電極を駆動する回路を内蔵する。
【００４７】
　タイミング制御部３００は画像データをメモリ３０１からリードし、１行分の画像デー
タを、階調電圧セレクタ３０２に順次一斉に出力する。階調電圧セレクタ３０２は画像デ
ータに従って、階調電圧生成部３０５で生成される階調電圧の何れかの電圧を選択して各
信号配線に電圧を印加する。階調電圧生成部３０５は全階調数分の階調電圧を生成する部
位である（６４階調表示の場合、６４個の電圧を生成する。）。
【実施例３】
【００４８】
（ＲＧＢＣ配列）
　本実施例は、図２ないし図３に示した副画素配列におけるカラーフィルタの他の構成に
ついて述べる。図２ないし図３においては、三原色の赤色（Ｒ）,緑色（Ｇ）,青色（Ｂ）
に加え白色（Ｗ）副画素を備える構成であったが、図８ないし図９に示したように赤色（
Ｒ）及び青色（Ｂ）に比べて視感度の高い緑色（Ｇ）及び白色（Ｗ）副画素を夫々同じく
視感度の高い青味を帯びた緑色（ＣＧ）及び黄色味を帯びた緑色（ＹＧ）とした四原色の
構成としてもよい。この構成の効果は三原色の赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）だけ
の場合に比べて色再現範囲を広げることができることである。それでいてなおかつ、三原
色の赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）のみの従来の画素構成に対して信号線及び走査
線の数は増えていない。そのため、同じ面積の四原色の副画素を並置した構成に比べて開
口率を高めることが可能であり、高効率かつ広色再現範囲の表示装置を実現できる。
【実施例４】
【００４９】
（半透過の場合）
　本実施例は、副画素が透過部と反射部とから構成される半透過液晶表示装置に関する。
三原色の赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の副画素のみからなる、従来の半透過液晶
表示装置においては、充分な反射率と透過表示の高色再現性とを両立させるために、反射
部におけるカラーフィルタを一部除去して白色の領域を副画素内に設ける構成がとられて
いる。反射表示は白黒でもよいという場合には、図１０ないし図１１に示したように白色
（Ｗ）副画素にのみ反射部１２１Ｗ（Ｒ）を設ける構成としてもよい。あるいはまた、図
１２に示したように全ての副画素に反射部１２１Ｂ（Ｒ），１２１Ｇ（Ｒ），１２１Ｒ（
Ｒ），１２１Ｗ（Ｒ）を設けて半透過仕様の画素とした場合に、白色（Ｗ）副画素と他の
副画素とで反射部の面積比率を変えても良い。
【００５０】
　何れの場合にも反射部においては白色（Ｗ）の領域の比率が透過部に比較して高く、反
射部において色再現範囲を下げて反射率を高める効果が期待できる。本構成を別の見方を
すると、白色（Ｗ）副画素のみ透過部の面積比率が低い構成とも言える。白色（Ｗ）画素
の追加は、輝度向上には資するものの、原色の面積比率が相対的に低下し、原色と白色と
の輝度比が増大する傾向にある。白色（Ｗ）副画素の透過部開口率を三原色の副画素の開
口率に比べて小さくすることにより白色表示時の輝度と三原色単独表示時の輝度との比を
緩和することが可能となる。
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【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、携帯電話に代表される情報端末機器に用いられる液晶表示装置の視認性を向
上するための重要な発明である。
【符号の説明】
【００５２】
　１０１　走査線、１０２　信号線、１０３　薄膜トランジスタ、１０６，１１３　信号
電極、１０４　コモン電極、１０５　アモルファスシリコン層、１０７，１０８　コンタ
クトホール、１０９　単位副画素、１１０　ブラックマトリクス、１１１　カラーフィル
タ、１１２　カラーフィルタの境界、１２０　画素単位構成、１２１　副画素。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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亲切代码： 除了增加红色（R），绿色（G）和蓝色（B）子像素以及白色（W）子像素而不增加彩色显示装置中的布线数量之
外，每单位面积的每单位面积的像素数量是分辨率因为降低而恶化。 一 根据可见性调整子像素的面积和数量。具体地，具有相对
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低可见度的红色（R）和蓝色（B）子像素的面积基本上是绿色（G）和
白色（W）子像素的面积的两倍，具有相对高的发光效率并且绿色（G）
和白色（W）子像素的数量是红色（R）和蓝色（B）子像素的两倍。较
大的子像素由多个单位子像素组成。较小的子像素由一个单位子像素组
成。 点域1


